
原著論文

1

9

戎  利光

アセチルコリンと生理的食塩水投与及び温度差による輩螺心博動のインピーダ

ンス変化に関する一例

清水 史芸「

七 1■ ■ jヽ■ ニニ|こ よ
=ス

ターま'|つ :次 元分析

I 早 `■ r'こ 三百仁言l■ 百する史
=≡

t一「弓七可年の加賀藩 (金沢藩 )藩学

費
`■

■二
l.≡三運蓋を=二 .■ ―

福田 勇夫 。北可 薫竜

卓球 。バ ドミントレ
==■ =琶

姜こミら
'■

る運動強責

北村 潔和 。有沢 一男

歩行運動後の下腿血流量と肇素負債

北陸体育学会
昭和 57年 10月

□

第 20号北陸体育学会紀要



投稿論文一覧表

北 野 与― (北 陸大学 )

学校体育 におけ る月経時の対応に関す る史的研究

石 田 保 之 (金 ″(大 ,

正課 におけ る器械運動 に対す る恐怖心 の 屯服に関す る「体育科教育学 J的石IF究

-6つ の代表 的な基礎 1支術の分析 を通 して一

石村宇佐― ,矢部 俊政 ,竹田 完治 ,野 口 義之

1全
「

1大 )   1令 1尺 大 |  1有  島専   全 デ1大 ‐

体育の専攻学生の休育の授業に対する態度 とその六― ツ十 リテ ィについて

矢部 俊政,竹 田 完治,石村宇佐―,野 口 義之

体育の授業に対する態度の変容 (No l)

一 器械運動 の授業一

松沢甚二郎,出村 慎―,山 下 秋二

(福井工業高 専)(仁愛女子短大 )(福井 医千■大 ,

沐衆マラソン参加 を規定す る諸条件の検討

臨 地 啓司,小野寺孝一,北村 潔和

(富 山大 ) (■ 山医科薬1大 , (富 山大 )

最大作業時にみ られる最高′しヽオ自数の高低 とオーバー シュー ト現象に関する研究

戎 利光 (福 井大)

異なる運動頻度が尿中クレアチニン募卜泄量・筋力・身体組成に及ほす 影響

北陸体育学会

■

昭 和 59年 11月

‖lH‐ EIl「‖J
北陸体育学会紀要 第 21号



投稿論文一覧表

山地  啓 司 ,小 野 寺 孝 ― ,北 村  潔 和
(高 山大学●  富山医千1軒 1夫字| (富山大学 )

心 理 的 ス トレ スの′し、オ自数 へ の影 響
北 野  与 ―
(北

=大
学 |

日本 におけ る′し、身障害者体 育の史的研 究 (第 13報 )

一矯正 (医療 ,体操 の発展過 Iiに つ いて一
石 田 保之
青,上倒立 におけ る石 出方式の指導段 階のバ リエー シ |
橋爪 和 夫, 山地 啓 司
11■ I=芋デ1■■  1宙 山大学 )

心 1白 数 か ニクみ た 水 泳 中 の 運 ll」 強 度
松 沢 甚 三 郎 ,出 村  慎 ― ,山 下 秋 二 ,戎   利 光 ,

■■二it=  1令 It大 学 |  1大阪大学 |  1福井大学 )

i高 井 県 の 壮 年 の 体 格 ・ 体 力 に つ い て
一日召fL58 60年度 と47年 度の比較 ―

平井 敦夫,平田 耕造,平下 政美,高畑 俊成 ,

=:ヽ
F■■■■   令11大学三学者「‐  .全 ,1111大 |11  1■ 沢工業大学 |

性同期 に伴 う上肢作業 時の呼 吸・循 T景 系応答
松井紳―郎 ,石黒 光祐
菖二工責言

=阜
11■ 墳 ‐息由商][言÷専F学校|

ET道 の普 及 と対策 に関す る研 究(1)

一少年末 i重教室 におけ る規 子の意識―

ョン段階に関する研究

1多 田 信彦
1福■県i[‖大学|

1宮元   智
l il=卜素管理早門字政|

中沢 公孝,  山本 博男
全●■■大学L教育学i汗■1111全 ‖夫字教育字書[|

スローインクの機 ll戌 自り功
'■毛利 良嗣,  山本 博男

1全 |1夫 字・・学院教育字il■ 1■  li「大学教育学吉FI

ジュニア女 1生 漕手の ロー イン クエ ル ゴメー ター におけ る作業特性
田中 秀― ,小林  啓子
1lL■大字教育学吉;|  1夫野市二閂立中学■|

走行 におけ る歩数変化 につ いて

北陸体育学会
昭和 61年 10月

HI‖ UH:HI
北陸体育1学会紀要



ISSN 0913-7149

投稿論文一覧表

山 地  啓 司 ,小 野 寺 孝 ― ,北 村  潔 和
||: たF‐     吉IFl11■ ||■ ■    1吉  ||ぜ ||

V。 21ll a xと 血1液 ドー ビ ン ク

石 田  保 之
↑|lt,て |‐

1

占IJll引J立 7ォ 一ヽヱ、に 1判
~す

る 石升ザヒ

ー 全 ツ(大学 教 養 部 りj子 学 生 の J出 す い ri tIL il立 フ 1

北 村  潔 和 ,堀 田  朋 基
■L夫 |■■1:‐    ■山tl■育■割:

ン` レ ーーボ ー′し 'ス ′` イ ク重な件1と 石更式 T口求 ボ ー ル , ′ヽ

― ム を通 して の研 究 ―

ン ドボー ル 及 びバ スケ ントボ~ル を用 い

三 辺  忠 雄

野 島  利 栄
|‖ ,|卜 i革 人■|

た 投 F‐l作 と の 交111■ 11:

北 野  与 一
lL■ 1(I

I制 高 等 学 校 に お け る 運 動 会 の 下 級 諸 学 校 に 及 ぼ し た 影 響 に つ い て の 史 的 l■ 究
― 第 四 高 寺 学 校 の 場 合 に つ い て

村 瀬  智 彦 ,出 村  慎 ― ,徳 田  喜 平 ,勝 木  豊 成
●‖1'て 1人 ■院   ■11■■表千i学 [|  |↑ |■ ■教育字ヨ

'1  11高
■可:業 大学|

采 う亜フつオ■け 1支 ↓■15け る イ与 jζ l支 とイ本4者 ノ支
‐
l「皆糸及と つ́関 (系

i:ギけ石fl t十 1‐ fi輌、
y'1嚇

肩偏 語 '山 .普 |「メ

=F'北 =山
'FT'堀

層 H契甲骨 '

健 康 マ ラ ツ シ愛 好 中 高年 者 の イ∫酸 素 的 作 ●_能力 お よび健 康 マ ラ ツ ンの 運 動 強 度
大 崎  雄 介 ,恵 土  孝 吉 ,渡 辺  正 敏 ,田 辺   実

〔■it■    |■ ltt■    |↑ rJて ■|   |■ 11人 ′|

イ本ノJ ・ 」「 撃 7● ― ム か らみ た面 J丁 撃 口寺間
llし り‖  奮夫ノ`
it i:' 二 |
第 1回 トラ イア ス L― ン

竹 田 完 治
● 1■三高

=|「
i■ it

t‐ lI,テ [1李'II社旱
「

'電性 争:「'儒 属響'毛尋..県学'

■カリと,り 1に Jう |す る :負 1黒 i± Il(1■ と月じ満ilこ つ́tヽ て
恵 土  孝 吉 ,渡 辺  正敏 ,勝 木  豊 成 ,大 崎  雄 介 ,田 辺   実

●●1、「    |■ ‖1■ ■   |‖「 |■ ■■■  |■ 11'「    1令 デ1夫 ■|

千111● F自勺l・ tt=|■ .に ろ貪」itt i塞 1■ しうクトブリ′つIE不多
直 江  義 弘 ,中 村   哲 ,山 本  博 男
↑■■11(十 ●   lill共 |■ 11:    rl lり 、1
とし` ■i"i重力′)着 」也す旨i専 (こ

=j■
テる ′` イオ メカ ニ ク ス

J=l lilf_二  |― ‐ttツトIF[it′つ1受 業,」 例ヽ ―
松 沢 甚 二 郎 ,戒   利 光 ,出 村
■● :ヽ |■   ■.|■ 1   11 

慎 ~,島 田  茂

1=|「巧lt女 J′
'連

動 劇t ttと ■ 1■ 111'・
  ‐‐111市 ||

謝庫需層刑___ボ l111[:1111:名=北陸体育学会
昭和 62年 11月

富 山 大 会 に お け る運 動 選 手 の メデ ィカル チ ェ ンクに 関 す る一 考 察

■

HIHUllHU‐
瀬万1第 24



蔓 亀 ズTtfttЪ Iこλ 噺瑾み五ξ亀

権 保 彦 ,有 沢 t堀 田

松 沢 甚 三 郎
11■ LIl k:|

走 能 力 と一 定 ヘ ー ス/t〔 ブ)持続 」i高性の 関 係
立 浪   勝
11 に■ll il,||:.

聖糧型」合

`李

15■1ころ:ぜ ;∫罰浮■
||イ選丁権)

I加献」14鷲ξll謳:,』君lカポ腎
北 野  与―

|し

'～

|、

「

型悧由溝革塔縦勢場3だ努‖11竺 1・」lJ部 に及ltし た影響に関する,F究

旱》詰:」光r吉ず、‖1』λ基礎的は
宮元   智
JI1 1● 11,i阜席
柔道「1′ Jの 存在 意義 に関す る一 ケ察
山科 忠彦
|↑ 1晨 医千1大学 |

旦『計」誓≦林[」角鵞iL
山地  啓 司,北 島 一朗

'1 

大学業,71,|    l llit中 学lt l

溌森起 虐Υ

=金

DyI:な 蓼 賃ど新 製
l定 方法 (IJ+鼻,日 ,鼻 ,医療 月lマ ス ク,マ ウス ピー ス)

北陸体育学会

朋基 ,山地 啓 司
|1打 山人 ■教青 I=FI

平 成 一九 年 3月

|

‖|‖ u口 :Hu

北陸体育学会紀要 第 25号










	第20号
	第21号
	第23号
	第24号
	第25号
	第26号
	第27号
	第28号
	第29号

